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 ベニシダは林床に多く見られる植物でありながら，溝や石

垣のわずかな隙間に雑草のように出てくることもある。日本

庭園での優美な姿とは裏腹に，力強い生命力をもったシダで

ある。冗談半分でよく話すのだが，シダの名前を聞かれてわ

からなければ，ベニシダと答えておけば高い確率で当たる。

京都市内の孤立林では，そのくらいベニシダが多い 4)。しか

し，日本中どこへ行っても同じ手が通じるかというとそうも

いかない。ベニシダの分布は，本州では新潟県，宮城県以南

に限られ，四国，九州にも分布するが，南限はトカラ列島で

あり，北海道には見られない 2)。 
ベニシダを見分けるポイントは，若葉と，胞子嚢群を覆う

包膜がふつう紅色になることであり，このような色の美しさ

から園芸植物としても好まれている。これらは外見がよく似

たトウゴクシダやオオベニシダでは紅くならない 2)。ただし，

これらの色の違いで，種が見分けられるのは春～初夏までで

ある。初夏を過ぎると若葉はみな緑色に，包膜も胞子を飛ば

した後にはちぢれて，どの種もみな同じような茶色になって

しまう。そうなると，鱗片などの細かい形質を見る必要性が

あるのだが，とりあえずは，葉の表面の色艶や最下羽片の下

向き第一小羽片の長さ，形などを見ることでかなり見分けら

れる 2)。しかし，シダ植物の分類学者でさえ，「これもベニシ

ダですか，これも？」とその多型っぷりから説明が困難にな

る様子を記している 3)くらいだから，見分けるのが難しい植
物であることは間違いない。 
 ところで，ベニシダやトウゴクシダなどのオシダ科植物が

最近徐々に分布を広げているという話がある 1)。ふつう，シ
ダ植物は前葉体上で受精をするが，ベニシダ，トウゴクシダ，

オオベニシダなどは，受精が省略されるというちょっと変わ

った生殖法（無配生殖や無融合生殖と呼ばれる）をもってい

る 2, 3)。分布拡大の直接的な要因は，温暖化など，さまざま

な要因が考えられるが，これらの種は，無配生殖をしている

ために，拡大速度が速いのではないかという推測もされてい

る 1)。シダ植物の胞子は塵のようなものだから，遠くまで飛
ぶ力がありそうだが，ほとんどのシダは受精に水が必要なこ

とがネックになって，移入・定着の可能性は限られている。

しかし，無配生殖シダでは，受精過程が省略されるせいか，

かなり乾燥したところでも生長できる種が多いようである。

ベニシダはその典型的な例であり，山地林から孤立した都市

緑地へ移入する力についても，優れた種と考えられる 4)。 
 美しい上に乾燥にも強く，長生きなベニシダは，植栽植物

として魅力的な存在だと思う。しかし，分散力の高さや無配

生殖という特徴を考えるならば，植栽しなくても勝手に入っ

てくる種とも言える。京都市に造成された復元型ビオトープ

「いのちの森」5)でも，ベニシダは造成初期に植栽され，以
降，園内のあちこちで見られるようになった。しかし，ベニ

シダを植栽しない場合に，どれくらいの期間で，どんなとこ

ろに移入・定着したかを調べたほうが実験的には面白かった

と思う。ビオトープを造成される場合には，ぜひシダ植物の

マイクロハビタットに配慮していただければと思う。美しい

ベニシダが自然に移入してくる様子を観察するだけでも，緑

地のダイナミックな変化を感じることができるはずである。 
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最下羽片の下向き第一小羽片（図中▲）と葉面の比較 

（左）オオベニシダ （中）トウゴクシダ （右）ベニシダ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本庭園のベニシダ 

 

春先に紅くなった包膜 

 

最下羽片の下向き第一小羽片（図中▲）と葉面の比較  （左）オオベニシダ （中）トウゴクシダ （右）ベニシダ 

 

胞子散布後の胞子嚢群と包膜の様子 


